平成24年度9月補正予算      支出科目  款：農林水産業費  項：農業費  目：農業改良普及費
	事業名: 新 新技術導入広域推進事業費                                                            



（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）  
                        農政部  農業経営課  普及企画係  電話番号：058-272-1111（内2844）

                E-mail：c11419@pref.gifu.lg.jp
	事業費


  補正要求額：1,017千円

  （現計予算額：0千円      補正後予算額：1,017千円）
	要求内容


	１  要求の内容


   [事業概要]

平成24年４月６日に産地活性化総合対策事業が拡充され、農業革新支援専門員が普及指導員と連携して新技術を広域的に普及し、産地収益力の向上を図る事業が創設された。

本県では、「摘心技術を活用した大豆の生産安定の確立と普及」を課題として、県内の中山間地域で生産される大豆の安定生産を図る。
	２  所要経費


（１）新技術導入広域推進事業費    1,017千円（  0千円 → 1,017千円）
	これまでの取組と成果


	１  長期構想上の位置付け


Ⅱ  ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり

  ２  儲かる農業・林業・畜産業を実現し、持続可能な農山村をつくる

    ・市場のニーズを把握し、地域経済を支える地場産業としての農業、林業、畜産業
      を育成し、地域住民の所得を確保することによって、農山村地域の持続可能性を
      高めます。
	２  これまでの取組状況


・本県では、農業技術センター及び中山間農業研究所等(以下、試験研究機関等という。)で開発された技術や品種を普及指導員が実際の生産現場で実証・展示を行い、その技術等の改良及び普及を行っている。

・本県中山間地域では、約８０haの大豆が生産されており、普及指導員は、大豆を生産する営農組織等に対して技術指導を行っている。中山間地域の大豆では、近年「青立ち(茎葉のみ育ち種実が生育しない症状)」が発生し、大豆の品質低下、減収が課題となっている。このような中、農業技術センターで、大豆の摘心処理が青立ちの発生を抑制するという試験結果が出たため、本技術の実証試験を行う。
	３  これまでの取組に対する評価


　試験研究機関等で開発された多くの技術等が、普及指導員により現地で普及し、農産物の生産安定、付加価値向上につながり、農業者の所得向上につながっている。
　＜近年試験研究機関等で開発され県内全域へ普及した主な技術等＞
　　・　土壌還元法による薬剤に頼らない土壌消毒方法の確立
・　フランネルフラワー品種「フェアリーホワイト」の育成
　　・　コンフューザーによる果樹の薬剤散布回数の削減
　　・　水稲品種「ハツシモ岐阜SL」の育成
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区  分
	事業費
	財        源        内        訳

	
	
	国  庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財  産収  入
	寄付金
	その他
	県  債
	一  般

財  源

	現計

予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	補正

要求額
	1,017
	1,017
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	決定額
	1,017
	1,017
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0


